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＜連絡事項＞
・地域包括ケア看護実践者研修会の案内が来ています。希望者は7/24（水）までに佐藤AOMまで申し出て下さい。

・アフラック「がん保険」「医療保険」のご案内が届きましたので、各自WIZメールの添付ファイルを確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・小泉　喜作様～申し込みをしていた軽費老人ホーム「グリーンハイツ」に空きがあると連絡受けています。本日SWからケアマネへ入所について確認し、娘様とケアマネで話し合った結果、7/30　14：00頃当院退院となります。
　　　　　　　　退院前にケア会議を行いたいと話しがあり、現在日程調整中です。
施設入所に向けた健康診断の用紙を娘様が7/19　14:00持参予定です。外来通院は当院の予定ですが、娘様が通院付き添いとなる為都合をご家族へ確認して下さい。
・三上　勇様～介護認定調査を本人から依頼する形で書類作成しています。
・原　吉郎様～クロザリル同内容にて7日分処方となっています。
・倉橋　生子様～臨時薬同内容にて7/26まで処方。

＜注目患者様＞
・松川　順子様～朝・昼共に食事はかきこむ様子なく全量摂取するが「食べれなくてごめんなさい」と繰り返す。トイレも自力で排泄しようとせず介入するが「トイレでおしっこしちゃダメです」とトイレへの入室を頑なに拒み、スタッフ数名で対応。腹満見られており、介助にてトイレに座ると多量の排尿を確認する。プログラムは促しにて参加は出来ているが、自室からホールへの移動を拒否し廊下にて座り込む様子見られる。
　　　　　　　　精神状態の観察行い、日課等必要時には介入して行きましょう。強迫観念や確認行為により他者トラブルとならないよう観察していきます。
・内田　都影様～昨日の主治医との面談後より、金銭に関する話や保護者への不満を訴える事が多く、内容も妄想的。表情の硬さも見られており、「テレビが自分の事を言っている」等訴え介入したスタッフへも声を荒げる様子見られている。16：00本人希望にてジアゼパム（2）1T服用している。
・高田　マキ様～起床後から妄想発言活発に聞かれており、声高に独語聞かれている。「最高裁判所にお金を収めて、5名を処分して良い事になった。」と訴え、院内の患者様・スタッフ名を挙げ、「私の権限で処分できる」とホールにて大声で話す。不機嫌さはなくスタッフへの対応は穏やか。引き続き他者トラブルに注意して本人の行動を観察し必要時には介入していく。
・倉橋　生子様～気分変動著しく、下肢の違和感と「子宮がないのに出て来る」と訴える。プログラムにも拒否発言聞かれるが、スタッフが付き添う事で参加は出来ている。筋トレの実施を促すと拒否なく実施するが、「運動したら疲れてプログラムに行けない」と訴え、プログラム参加に対しては声を荒げる様子も見られている。自室での独語も多く同室者から苦情聞かれているため、他者トラブルに注意しながら日課の取り組みを促していきましょう。
＜金Ｄｒケース検討＞
※7/16～金Ｄｒ不在のため、15日診察実施しています。
・巴　勇樹様～目立った逸脱行為や不潔行為などには悪化なし。概ね日常生活動作は声掛けで自立している。喫煙の要求や飲水の要求も過度となることはないが、診察時には「タバコ吸いたい」と訴えている。
定期薬同内容にて処方。
・小笠原　文人様～「ちょっと変な声が聞こえてます。こんなの初めてです。なんか行動　　　　　　をするといじめるような感じ」と、女性の声での幻聴があると訴えている。やや眼光の鋭さも見られているが、まだ気分は安定していると自分の状態について話す事は出来ている。
　　　　　　　　　処方は変更せず、定期薬同内容にて処方。
・大上　なみ様～顔面の紅潮は見られず、今回の腫脹の原因として石鹸の使用と顔を擦り過ぎたと訴える。精神症状の変化はなく、定期薬は同内容にて処方。

・小泉　喜作様～精神症状は安定しており、本人も困っている事はないと話す。申し込みしている施設に空きがある状態のため、入所で進めていく。定期薬は同内容にて処方。
・高橋　康満様～精神状態安定しているため、定期薬同内容にて処方。
・十日市　利喜様～7/18が誕生日であると話すが、特にやりたい事はないと話す。定期薬同内容にて処方。
・中野渡　鉄男様～精神状態安定しているため、定期薬同内容にて処方。
・井上　和美様～「オランザピンを減らしてほしい」「オランザピンをジアゼパムに変更してくれないと困る」と話し、心気的訴えを繰り返す。最近排便回数が多いが少量ずつしか出ない為スッキリしない、食事やプログラムの時に眠気のため眠ってしまうが起こされると殴りそうになる　等訴え、全てを内服に関連付け薬剤変更を迫る。Ｄｒから薬剤は変更しない事を繰り返し説明受けるが、徐々に声高となり全身の振戦見られている。
　　　　　　　　内服の変更はせず、定期薬同内容にて処方。排便については、整腸剤のオーダーも出ている為頓服使用にて様子を見るよう説明。
